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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は次の3点に要約される。第1点は公的文書の〈やさしい日本語〉への書
き換えに関わる諸課題の解決、第2点は外国にルーツを持つ生徒に対する日本語教育に関する実証的な取り組み
であり、第3点は各種メディアを通じた〈やさしい日本語〉の理念の普及活動である。
第1点に関しては、横浜市との協働のもと、行政専門用語562語についての「定訳」を作成し、書き換えに際し有
用な各種ツールとともにインターネット上で公開した。第2点に関しては、新しい文法シラバスを公刊する一
方、JSL生徒向け総合日本語教科書の試行版を完成した。第3点に関しては、書籍、講演等を通して〈やさしい日
本語〉に関する理念の普及に努めた。

研究成果の概要（英文）：The achievements of this study are summarized in three points. The first one
 is the solution of problems concerning the rewriting of official documents in Yasashii-Nihongo 
(Plain Japanese). The second is an empirical research on teaching Japanese to pupils with foreign 
roots. And the third is activities to spread the concepts of Yasashii-Nihongo through several media.
For the first, we prepared, through the collaboration with Yokohama-City, fixed "official 
translations" of 562 words in Yasashii-Nihongo used mostly in bureaucratic contexts and published 
them on the internet along with several useful tools for rewriting official documents in 
Yasashii-Nihongo. For the second, we published a new grammatical syllabus and made a trial version 
of a collection of integral Japanese textbooks for the pupils. And for the third, we made a best 
effort to make the concepts of Yasashii-Nihongo known in the Japanese society by publishing books 
and articles, giving lectures and holding workshops.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 前科研（課題番号 22242013。研究代表者
庵功雄）において、公的文書の書き換えに関
する言語的課題のかなりの部分を解決したが、
公的文書の発信者である自治体との協働が課
題として残された。 
(2) また、前科研では、「やさしい日本語」の
対象者を主に成人の定住外国人に限定して考
察を進めたが、言語政策的観点からは彼（女）
らの子どもたちに対する言語保障も視野に入
れることが必要である。 
(3) 前科研の研究を進める中で、「やさしい日
本語」が障害者や高齢者などに対する情報提
供の手段としても重要であることが明らかに
なってきていた。 
(4) 以上の状況を踏まえ、外国人の子どもた
ちや障害者などの言語的少数者の言語保障の
ための枠組み策定を、「やさしい日本語」の理
念拡張を通して行うことが喫緊の課題である。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 自治体との協働を通して、公的文書の書
き換えに関する実証的な成果を挙げる。 
(2) 定住外国人の子どもたちに対する日本語
教育に具体的に資する教材の開発を目指す。 
(3) ろう教育の実践者との協働により、ろう
児に対する日本語教育の問題点を包括的に考
察し、その解決策を提案する。 
(4) (2)(3)を行うための言語的方策の 1つと
して、初級から上級までを見据えた新しい文
法シラバスを策定する。 
(5) 前科研以降一層多角化する「やさしい日
本語」の理念を普及するために、執筆、学会
発表や講演、ワークショップ等を行う。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 横浜市との協働により、公的文書の書き
換えに関する実証的成果を挙げた。①公的文
書の書き換えに際し問題となる点をまとめた。
②公的文書で主に使われる行政特徴語 562 語
の「定訳」を決定した。①②はインターネッ
トの横浜市のサイト上で公開されている。 
（http://www.city.yokohama.lg.jp/lang/ej
/01.standard.all.pdf）。③横浜市の職員向け
に「書き換え支援システム横浜版」を作成し
た。④③の一般公開版を本研究のホームペー
ジ上で公開した。 
(2) 定住外国人の子どもである中学生を対象
とする総合日本語教科書（全 3冊）のうち、1
冊の試行版を完成した。 
(3) ろう児に対する日本語教育における問題
点を考察するため、明晴学園の全面的な協力
のもと、ろう児に対する実験を行い、格助詞
の導入において、留学生教育におけるのと同
様の方法を用いることが可能であることを示
した（学会発表⑤、雑誌論文③）。 
(4) 学校型日本語教育を対象とし、初級から

上級までを一貫させた新しい文法シラバスを
策定し、公刊した（雑誌論文⑪⑫）。 
(5) 「やさしい日本語」の理念に関する論文
を発表する（雑誌論文①⑥⑦⑬⑭⑯⑲、学会
発表⑧）一方、研究書および一般向けの書籍
も上梓した（図書②③④）。 
 
４．研究成果 
(1) 前科研の課題であった自治体との協働を、
横浜市の協力を得て実現した。①それに基づ
き、横浜市の職員、同市在住の外国人市民等
との話し合いの成果を踏まえた、公的文書の
書き換えに関する冊子の作成に全面的に協力
した。また、これらの成果を踏まえた論文お
よび一般書を公刊した（雑誌論文⑳、図書①）。
②公的文書の書き換えに際して有益な各種ツ
ールを開発し、本研究のホームページ上で公
開した（学会発表④）。これらと平行して、③
自然言語処理的観点からの「やさしい日本語」
への自動換言化の研究も継続して行った（雑
誌論文⑱、学会発表②③⑦）。 
(2) 定住外国人の中学生対象の総合日本語教
科書全 3冊のうち、初級に当たる第 1冊の試
行版を完成し、横浜市内の中学校などでその
試用を行った。 
(3) ろう児に対する日本語教育の問題点を包
括的に考察し、その解決を図るため、日本手
話を第一言語としてろう児の教育を行ってい
る明晴学園の全面的な協力を得、同校教諭の
岡（研究協力者）との協働のもと、深層格の
理解に関する調査を同校の小学部・中学部の
児童生徒に対して行い、深層格の理解が正確
に行われていることを確認した（雑誌論文③、
学会発表⑤）。これにより、格助詞の導入に関
して、留学生日本語教育の方法を適用するこ
とが可能であることが明らかになった。 
(4) ①「やさしい日本語」の理念を、成人の
定住外国人からその年少の子どもたちや、ろ
う児に対する日本語教育に拡張する中で、現
在の日本国内の日本語教育を取り巻く状況を
考慮すると、（当初は大きく異なるものと考え
られていた）学校型日本語教育と地域型日本
語教育の間に多くの共通点が見出されること
が明らかになってきた（雑誌論文㉑、学会発
表①）。②これを受けて、前科研で地域型日本
語教育用に策定した初級文法シラバスを学校
型日本語教育用に修正し、さらに、コーパス
分析を加えた形で、学校型日本語教育におけ
る中上級文法シラバスを策定した（雑誌論文
⑪⑫）。これにより、学校型日本語教育におけ
る初級から上級までを見据えた文法シラバス
が完成した。③さらに、非漢字圏学習者が急
増している現在の日本国内の日本語教育の現
状に鑑み、漢字教育の抜本的改変を念頭に置
いた漢字シラバス策定のための基本的作業に
着手した（雑誌論文②）。 
(5) ①前科研において本格的に研究を開始し
た「やさしい日本語」だが、本研究において、
その射程が、成人の定住外国人から、その子
どもたちや障害者などの言語的少数者一般へ



と拡張された（雑誌論文⑦、⑯）。さらに、「や
さしい日本語」の概念が日本語母語話者にと
っても有用であることも示した（図書②③、
雑誌論文⑥⑬、学会発表⑥⑩）。②①で得られ
た知見を書籍、雑誌論文などの形で公刊した
（図書①②③④、雑誌論文⑦⑭㉒）。特に、図
書③は影響力の大きい活字媒体で発表したこ
ともあり、大きな反響を呼んでいる。これら
の活動に加え、前科研に引き続き、日本各地
での講演、ワークショップ活動なども継続し
て行い、「やさしい日本語」の理念普及に努め
た。 
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